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海上運賃と飼料価格の推移 

 養鶏用飼料の大部分は輸入に依存しているので、

海上運賃の飼料価格への影響は極めて大きいものが

あります。しかも海上運賃は、飼料の国際的需給移

動状況のみならず、食糧その他貿易商品の荷動きに

も影響されることが多いので、養鶏家は海上運賃へ

の関心を高めたいと思います。別表でみられる通り、

玉蜀黍の主要積出港であるガルフ港と日本間の海上

運賃は、38 年１月にトン当たり 7.05 ドルであった

ものが、ソ連の小麦大量買付等で高騰した同年 11月

の如きは、２倍以上の 14.79 ドルにもなって、飼料

価格騰貴の大きな原因になりました。１トンで 7.74

ドルの差は、20キロ袋入に換算すれば実に 55.73 円

にもなり、養鶏経営に大きな悪影響をもたらしたこ

とはご承知の通りです。 

 

  海上運賃 

 通常フレーと（freight）と呼ばれ、純粋の運賃に

船内荷役費を含むのを通例としています。 

 飼料の取引きには、価格決定上次の３通りがあり

ます。 

 F.O.B.   C.&.F.  C.I.F. 

 F.O.B.(free on bord) 

 価格をきめるとき、売手と買手の間で飼料の受渡

しをする場所や、運賃の分担方法等について明確に

示した契約を締結します。F.O.B.は発港本船乗渡し、

船積み渡しまたは甲板積み渡しともいい、輸出港に

おいて本船に積み込むまでの費用を売主の負担にす

ることで契約した受渡し方法をいう。一般には輸出

品を売主の港で相手国の買主に売渡す場合、または

輸入品を売主の港で買入れる場合の取引き方法です。

国内の飼料取引きで、貸車利用の場合の「オンレー

ル」に当たるといえましょう。 

 C.&.F.（cost and freight） 

 到着港渡し価格ともいわれ、F.O.B.価格に本船運

賃を加えたもので、到着港までの運賃を売主の負担

をして受渡す方法です。国内貸車利用の取引きにみ

られる「着レール」に当たりましょう。 

 C.I.F.（cost insurance and freight） 

 運賃保険料込み価格渡し、到着港本船乗渡しとい

われ、C.&.F.価格に海上保険料を加えたものを売主

の負担とする方法で、貨物が本船の索具を離れるま

での危険は売主の責任になる。日本の通関統計の輸

入額は、この価格によった金額が使われています。 

 


